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タイプ 構成素組合せ ser　　　　　　　　　　　　　estar 合　計
1 ＋S，十PC，十AC 69　（37．3％）　　　　　　13　（44．8％） 82（38．3％）
H ＋S，＋PC（－AC） 71　（38．4）　　　　　　　　　2　　（7．0） 73（3硅．1＞




V ＋PC，＋AC（－S） 13　　（7．0）　　　　　　　　　1　　（3．4） 14　（6．5）








































































































































































































































































































































































































































































































































SV 24 19 87 3 0 5 138






















隣 計 170 575 754
B．
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文長 1 2 3 4 5 6 7 舎計
0 0 26 12 5 1 0 0 44
1 0 G 59 45 7 2 1 114
2 0 4 1 14 5 3 1 28
3 0 0 16 3 1 0 0 20
4 0 0 0 5 0 0 0 5
5 0 0 0 0 3 0 0 3
A
口






文長 2 3 4　　5　　6　　7 合計 2 3 4　　5　　6 7 合計
φ 86．7 13．6 6．9　5．9　0　　0 20．6
1 0 67．1 62，541，240，050．0 53．3 0 77．6 67，243，840．0 50．0 67ほ
2 13．3 L1 19，429，460，050．0 13ほ 100．0 L3 20，931，360．0 50．0 16．5
3 0 18．2 4．2　5．9　0　　0 9．4 0 21．1 4．5　6．3　0 0 11．8
4 0 0 6，9　0　　0　　0 2．3 0 0 7．518．8　0 0 2．9

















































































































順位＼圏数 1 2 3 4 5 合計
1 0 0 0 0 0 0
2 6 0 0 0 0 6
3 20 2 0 0 0 22
4 32 8 0 0 0 40
5 2 10 2 0 0 14
6 0 2 4 1 0 7
7 0 0 0 1 1 2
A口 計 60 22 6 2 1 9 1
3 4 5 △獄 計
0 0 0 45
0 0 0 18
0 0 0 26
11
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4 32 8 0 0 0 40
5 2 10 2 0 0 14
6 0 2 4 1 0 7
7 0 0 0 1 1 2
A
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V－PC－S 11 （57．9） 8（荏2．1） 19
S－V 0 8（100．0＞ 8
V－S 4 （57．1） 3（42．9） 7
PC－V－S 3 （75．0） 1（25．0） 4
S－PC－V 0 1（100．O） 1
合　　計 1Q1 （47．2）　　　113 （52．8） 214
Corpus全体を見た同様な集計褒〔cf・出口（1986；表（10）〕では昌立たなかった点であ
るが，上表で動詞が末尾に立ちかつ一ACである認頃型，つまりVが最後尾の位置を占め
る例が見出されないのが確認される。反対にVが文の第1成分となるタイプではいずれも
一 AC≧＋ACであり，主語がV，　PCIC先行する配列パタンでは必ず一AC〈＋ACに
なっている。
3．結び
　文構成素聞の相互順序に影響を与えると考えられる統語上の諸要照のうち，特に本稿で
は各構成素を統括する中枢成分である動詞の基本特性〔士連結的〕を考慮して様ダな語順
の量的側面を調べた。統計表はその目的からして主に次の3種に分類される。1つはこれ
までに試みた諸基準の分析を，ser文・estar文に限定して計算集計したものである。第
2に，両動詞を併わせた連結動詞文vs非連結動詞文の間の語順上の相異を調査しようと
意図したものであった。3番目に，対照が有意義と思われる場合にはser動詞文／estar
動詞文間の個別値を出して比較し，時にはさらに非連結動詞文とも対置させた。
（1986年4月20臼）
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